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豪
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齢
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望
厚
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融
簾
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墨
九
二
。
年
代
の
日
中
関
係
の
基
礎
が
ど
窒
）
に
形
成
。
れ
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第
一
次
欧
洲
大
戦
で
西
欧
諸
国
が
饗
し
い
戦
火
を
繰
り
展
げ
て
い

る
時
、
日
本
は
所
謂
二
十
一
箇
条
条
約
の
締
結
、
段
…
膜
瑞
を
中
心
と

す
る
軍
閥
政
府
へ
の
借
款
供
与
等
で
、
次
第
に
中
国
に
於
け
る
勢
力

を
増
大
し
た
。
日
本
に
と
っ
て
大
戦
に
よ
る
変
化
で
最
も
著
る
し
い

の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
青
島
及
び
山
葉
省
に
於
け
る
独
逸
の
支

配
権
を
継
承
し
、
中
国
伊
都
に
重
要
な
る
勢
力
圏
を
築
威
し
た
こ
と

で
あ
っ
た
。
山
葉
省
は
、
「
東
は
黄
海
に
臨
み
、
爾
は
直
隷
及
河
南
に

接
し
、
北
は
遼
東
半
島
と
糟
対
し
て
渤
海
湾
を
掘
し
、
南
は
河
爾
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

蘇
の
二
省
と
堺
し
、
　
一
爾
黄
海
に
瀕
す
」
る
要
衝
で
あ
る
。
鐵
本
は

本
地
方
を
勢
力
圏
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遼
東
釈
借
地
と
呼
応
し

て
京
津
地
方
を
圧
迫
し
、
且
華
中
方
磯
進
出
へ
の
拠
点
と
も
な
し
得

る
の
で
あ
る
。
　
一
九
一
八
年
十
一
月
、
欧
洲
戦
争
が
体
戦
と
な
る
ま

で
に
、
臼
本
は
山
東
地
方
に
関
し
三
箇
の
条
約
的
根
拠
を
獲
得
し
て

い
た
。
一
九
一
五
年
の
所
謂
二
十
一
箇
条
条
難
中
の
由
東
条
項
、
一
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九
一
七
年
二
・
三
月
英
・
仏
・
露
等
が
講
和
会
議
で
日
本
の
山
東
要

求
を
支
持
す
る
こ
と
を
確
約
し
た
文
書
、
及
び
一
九
一
八
年
九
月
の

由
東
省
諸
問
題
鼓
済
順
・
高
輪
両
鉄
道
に
関
す
る
交
換
公
文
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
日
本
は
山
葉
省
に
於
け
る
独
逸
権
益
を
継
承
す

る
た
め
の
法
的
地
位
を
、
対
中
国
及
び
対
英
仏
関
係
に
於
て
一
応
獲

得
し
た
訳
で
あ
る
。
こ
の
権
益
の
内
容
を
具
体
的
に
表
現
す
れ
ば
、

膠
州
湾
租
借
権
、
山
東
鉄
道
の
合
弁
経
営
権
及
其
連
絡
番
線
（
高
閣
、

順
徳
、
煙
灘
）
の
敷
設
権
、
坊
子
・
瀦
川
・
金
嶺
鎮
の
鉱
物
採
掘
権
、

山
東
省
に
於
け
る
資
本
・
材
料
供
給
の
優
先
権
等
で
あ
る
。
一
方
日

本
は
戦
争
終
了
後
、
膠
州
湾
租
借
地
が
日
本
の
自
由
処
分
に
な
っ
た

場
合
、
膠
州
湾
の
開
放
、
日
本
専
管
居
留
地
の
設
置
等
を
条
件
と
し

て
、
本
租
借
地
を
中
国
に
還
付
す
る
こ
と
を
約
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
大
戦
勃
発
前
、
膠
州
湾
租
借
地
一
嵩
南
等
に
居
住
せ
る
日
本
人
は

四
五
〇
名
の
少
数
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
大
戦
後
累
増
し
て
、
一
九

一
八
年
一
月
の
調
査
で
は
、
実
に
繋
属
五
千
に
の
ぼ
り
僅
々
三
年
問

に
約
五
十
倍
に
達
し
た
訳
で
あ
る
。
そ
の
七
四
％
約
一
万
八
干
六
百

人
が
青
島
付
近
に
、
十
二
％
の
約
三
千
人
が
済
南
に
、
残
余
が
山
菓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

沿
線
各
地
に
散
在
し
て
い
た
。
青
島
に
は
、
大
日
本
麦
酒
、
鈴
木
緕

廠
、
内
外
棉
、
青
島
製
粉
等
の
諸
会
社
が
活
動
し
、
　
一
九
一
七
年
末

の
青
島
守
備
軍
民
政
部
の
表
現
に
よ
れ
ば
、
　
「
竪
実
な
る
我
国
資
・
本

家
は
将
来
の
危
険
を
顧
み
ず
、
露
地
の
事
業
に
大
胆
な
る
放
資
を
為

さ
ん
と
す
る
に
至
り
、
麦
酒
醸
造
・
牛
皮
・
製
塩
・
卵
粉
・
骨
粉
・

セ
メ
ン
ト
の
製
造
及
綿
糸
紡
績
業
諸
種
の
偉
大
な
る
工
業
続
々
勃
興

し
、
其
投
資
額
は
各
種
工
場
の
建
築
及
初
期
事
業
の
み
に
て
今
日
既

に
一
千
万
円
以
上
の
臣
額
に
上
り
民
政
の
施
行
は
商
工
業
の
勃
興
に

一
層
の
気
勢
を
加
へ
た
る
を
以
て
、
目
下
工
事
中
の
諸
工
場
が
来
年

（
一
九
一
八
）
春
夏
の
交
に
当
り
竣
功
す
る
暁
に
於
て
は
、
青
島
の
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

郊
は
実
に
一
大
工
業
地
に
豹
変
す
へ
き
偉
観
を
呈
す
る
に
至
れ
り
し

と
あ
る
。

　
山
東
権
益
の
中
核
が
、
嵩
置
・
済
爾
を
連
結
す
る
膠
済
鉄
道
即
山

東
鉄
道
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
膠
済
鉄
道
は
、
博
山
支
線
を

含
め
て
四
百
三
十
数
槍
で
、
済
南
で
津
浦
線
に
連
絡
し
、
更
に
支
線

の
敷
設
に
よ
っ
て
、
華
北
・
華
中
の
物
資
の
集
散
に
重
大
な
役
割
を

果
す
の
で
あ
る
。
本
鉄
道
は
日
本
の
管
理
下
に
入
っ
て
か
ら
は
、
独

逸
時
代
と
異
な
り
、
下
級
職
に
い
た
る
ま
で
中
国
人
に
代
っ
て
日
本

人
が
雇
用
さ
れ
、
日
本
軍
の
沿
線
各
地
占
拠
と
い
う
新
事
態
を
惹
起

　
④

し
た
。
日
本
が
い
か
に
山
吹
省
に
於
け
る
優
先
権
を
維
持
す
る
の
に

細
心
で
あ
っ
た
か
は
、
次
の
例
を
晃
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
一
九
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一
八
年
九
月
末
、
煙
灘
鉄
道
（
煙
台
i
灘
県
）
簿
備
処
総
弁
陳
良
臣
と

米
国
商
会
元
宝
洋
行
と
の
問
に
七
百
万
円
の
鉄
道
材
料
供
給
の
仮
契

約
が
成
立
し
た
と
の
報
道
が
入
る
と
、
本
郷
青
島
守
備
軍
司
令
官
は
、

大
島
陸
軍
大
臣
に
、
該
鉄
道
の
建
設
材
料
を
外
国
資
本
家
に
仰
ぐ
の

は
不
当
で
あ
る
か
ら
、
　
中
国
側
に
抗
議
す
る
よ
う
上
申
し
た
（
九
月

二
六
日
付
）
。
内
田
外
桐
は
十
月
八
日
付
で
芳
沢
駐
華
代
理
公
使
に
、

中
團
が
該
鉄
道
建
設
費
を
日
本
以
外
よ
り
募
集
す
る
の
は
勿
論
条
約

　
⑤

違
反
で
あ
る
が
、
た
と
へ
中
国
自
体
の
資
本
で
も
建
設
を
許
さ
な
い

と
の
見
解
を
述
べ
「
て
、
中
国
の
注
意
を
喚
起
す
る
よ
う
訓
令
し
た
。

そ
こ
で
芳
沢
代
理
公
使
は
、
外
交
総
長
に
対
し
十
月
十
四
臼
、
同
鉄

道
の
敷
設
資
金
は
、
鶏
本
国
資
本
家
よ
り
借
入
る
る
ほ
か
、
外
国
よ

り
の
借
款
は
勿
論
中
国
霞
身
の
調
達
を
も
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
通
告

し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
略
述
し
た
山
東
に
於
け
る
日
本
の
地
位
を
、
青
島
を
中
心
と

し
て
次
の
如
く
．
要
約
す
る
の
は
極
め
て
適
切
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

即
ち
青
島
は
最
良
の
軍
港
で
あ
り
、
朝
鮮
と
相
対
し
て
い
る
。
南
は

段
藤
瑞
一
派
が
新
し
く
締
結
し
た
高
慢
線
（
高
密
i
徐
州
）
　
に
よ
つ

て
、
江
蘇
・
安
二
二
省
を
脅
か
し
、
西
は
膠
済
鉄
道
で
七
浦
鉄
道
の

要
衝
を
拒
し
、
更
に
臼
本
人
と
訂
約
し
た
済
順
鉄
道
（
済
南
i
順
徳
）

は
将
来
北
部
を
横
断
し
て
、
京
漢
鉄
道
の
死
命
を
制
す
る
。
北
に
は

煙
灘
鉄
道
の
約
款
が
あ
り
、
煙
台
は
旅
頗
と
相
接
し
、
旅
順
は
日
本

海
軍
の
重
要
根
拠
地
で
あ
る
の
で
、
一
旦
事
あ
れ
ば
、
日
本
は
渤
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

湾
を
封
鎖
し
、
北
京
を
死
囚
ど
し
南
北
の
連
絡
を
断
ち
得
る
と
。

　
か
か
る
戦
略
的
に
も
経
済
的
に
も
極
め
て
重
要
な
山
策
権
益
に
関

・
し
、
溝
本
が
来
る
べ
き
講
和
会
議
に
於
て
少
し
で
も
霞
己
に
有
利
な

解
決
を
計
ら
ん
と
す
る
の
は
当
然
と
い
え
よ
う
。

二

　
休
戦
が
実
現
し
講
和
会
議
は
「
一
九
一
九
年
一
月
に
仏
国
パ
リ
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
原
内
閣
は
一
九
一
八
年
十
一
月
二
十

工
日
閣
議
を
開
催
し
、
講
和
方
針
を
決
定
し
た
。
日
本
は
膠
州
湾
租

借
地
の
自
由
処
分
権
を
獲
得
し
た
な
ら
ば
、
大
正
四
年
協
約
に
基
づ

き
該
租
借
地
を
中
国
に
返
還
す
る
決
意
を
有
す
る
、
　
「
図
れ
と
も
右

還
付
の
実
行
を
以
て
独
逸
国
よ
り
帝
国
に
対
す
る
該
租
借
地
譲
渡
の

条
件
と
な
す
は
帝
国
政
府
の
承
認
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
所
」
で
あ
っ

て
、
本
問
題
は
全
然
日
中
両
国
閥
の
関
係
に
限
り
処
理
せ
ら
る
べ
き

も
の
で
あ
る
と
い
う
の
が
主
た
る
内
容
で
あ
っ
た
。
十
二
月
二
二
の

外
交
調
査
会
で
田
中
陸
相
が
膠
済
鉄
道
の
重
要
性
を
強
調
し
、
　
門
該
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鉄
道
に
し
ノ
上
か
一
葦
帝
国
の
掌
中
に
帰
属
せ
ざ
る
の
結
果
を
生
ぜ
ん

乎
、
儲
れ
我
帝
国
は
山
策
全
部
を
挙
げ
て
之
を
失
ふ
こ
と
と
な
り
、

前
途
我
帝
国
の
威
力
を
伸
張
す
べ
き
動
脈
を
喪
失
す
る
次
第
な
れ
ば

如
何
な
る
手
段
を
尽
し
て
も
我
帝
国
は
之
を
獲
得
せ
ざ
る
べ
か
ら

ず
」
と
発
書
し
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
呂
本
の
講
和
方
針
の
核
心
は

　
　
　
　
　
⑦

推
察
し
得
よ
う
。

　
中
国
は
講
和
会
議
の
首
席
代
表
と
し
て
陸
徴
祥
外
交
総
長
を
任
命
・

し
た
が
、
陸
総
長
は
渡
仏
の
途
次
日
本
に
立
寄
り
、
十
二
月
九
臼
章

（
宗
祥
）
駐
日
公
使
を
帯
同
し
て
内
田
陰
膳
を
訪
問
し
た
。
同
日
午
後

に
は
外
相
が
陸
を
答
訪
し
て
講
和
会
議
に
対
す
る
意
見
を
交
換
し
た

の
で
あ
る
。
内
田
外
相
は
、
上
述
の
閣
議
決
定
の
方
針
を
伝
へ
、
膠

州
湾
其
他
出
東
の
権
益
は
、
資
本
が
戦
勝
者
の
権
利
と
し
て
之
を
独

逸
か
ら
譲
り
受
け
た
の
ち
、
租
借
地
を
中
国
に
還
付
す
る
と
語
っ
た

と
こ
ろ
、
陵
は
、
租
借
地
還
付
の
明
醤
を
外
相
か
ら
得
た
こ
と
を
感

謝
し
た
の
ち
、
青
島
無
条
件
還
付
其
他
中
国
新
聞
紙
上
に
現
わ
れ
て

い
る
中
国
の
講
和
条
件
な
る
も
の
は
全
然
無
稽
で
あ
り
、
巾
国
は
参

戦
し
た
が
実
戦
に
参
加
し
た
訳
で
は
な
い
の
で
講
和
会
議
に
多
く
を

提
出
す
る
意
志
は
な
い
こ
と
、
た
だ
義
和
団
条
約
中
の
賠
償
金
の
支

払
、
北
京
守
備
隊
及
び
北
京
海
口
闇
の
交
通
維
持
の
た
め
の
各
国
軍

隊
の
駐
屯
権
を
問
題
に
し
た
い
と
答
え
た
。
講
和
会
議
を
前
に
し
て
、

中
国
の
首
席
全
権
で
あ
る
陸
徴
祥
が
、
田
本
側
の
意
向
に
積
極
的
に

賛
成
し
、
更
に
講
和
会
議
に
於
け
る
臼
本
と
の
協
力
を
言
明
し
た
こ

と
は
、
田
本
政
府
を
安
堵
さ
せ
、
講
和
会
議
の
見
通
し
を
明
る
く
さ

せ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
然
し
愈
々
講
和
会
議
が
開
催
さ
れ
る
と
摂
本
の
期
祷
は
全
く
裏
切

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一
月
工
十
八
臼
の
五
国
会
議
で
、
中
国
欝
欝
鈎

A
融
権
は
、
山
南
東
省
は
一
二
千
・
山
繭
百
［
万
の
人
口
を
擁
し
、
吋
且
膠
・
済
鉄
道
は
津
日

浦
鉄
道
と
相
接
し
て
一
路
北
京
に
通
じ
、
国
防
上
の
死
命
を
捌
す
る

こ
と
を
説
明
し
て
、
膠
…
州
湾
租
借
地
、
山
集
鉄
道
そ
の
他
戦
前
独
逸

の
有
し
た
一
切
の
権
利
を
中
国
に
直
接
還
付
す
る
こ
と
を
主
張
し
た

の
で
あ
る
。
し
か
も
顧
代
表
は
、
日
本
の
主
張
の
根
拠
と
み
ら
れ
た

一
九
一
五
年
の
二
十
一
箇
条
条
約
の
掬
東
力
は
、
中
国
の
対
独
宣
戦

の
結
果
消
滅
し
た
と
の
見
解
を
披
濡
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
日
本
は

中
国
の
主
張
に
対
す
る
米
国
の
好
意
的
態
度
と
糊
待
っ
て
、
会
議
の

前
途
に
重
大
な
脅
威
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
五
圏
会
議
で
賦
中
開
の

秘
密
協
定
を
発
表
す
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
た
の
に
関
し
て
、
北
京

の
小
幡
（
酉
吉
）
公
使
は
、
二
月
二
田
外
交
総
長
代
理
と
会
見
し
、
秘

密
協
定
の
発
表
に
関
し
注
意
を
促
が
し
、
且
パ
リ
に
於
け
る
顧
・
王
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（
正
廷
）
両
代
表
の
行
動
を
非
難
し
て
次
の
如
く
述
べ
た
。
「
今
爲
支

那
の
講
和
代
表
者
が
（
…
不
明
…
）
の
欧
米
諸
国
の
勢
力
を
援
用
し
て

帝
国
を
圧
迫
し
其
擦
的
を
達
せ
ん
と
す
る
は
結
局
日
本
國
罠
に
甚
し

き
不
快
の
念
を
与
へ
る
の
み
な
ら
ず
、
元
来
日
本
が
今
日
東
洋
に
於

て
又
世
界
に
於
て
女
心
な
る
地
位
を
確
立
せ
る
所
以
の
も
の
過
二
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
こ

十
年
忌
に
於
け
る
掴
民
一
般
の
努
力
の
宝
物
な
る
に
右
等
の
措
置
は

此
努
力
の
結
果
に
依
り
厩
ち
得
た
る
国
民
的
自
尊
心
を
傷
け
且
国
家

の
名
誉
体
面
を
無
視
す
る
事
と
な
り
日
本
国
斑
と
し
て
は
到
底
斯
か

る
屈
辱
（
げ
鶏
μ
凱
＝
ρ
怠
9
回
）
に
は
堪
へ
得
ざ
る
べ
く
」
云
々
。
　
こ
の
小

幡
公
使
の
会
談
は
、
中
国
に
対
す
る
脅
喝
で
あ
る
と
し
て
、
中
圏
の

輿
論
を
甚
だ
し
く
刺
戟
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
海
外
に
も
大
き
な
反

響
を
呼
び
起
し
た
。
中
国
側
の
報
道
で
は
、
小
幡
公
使
は
、
三
八
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

百
万
の
精
鋭
な
る
陸
軍
と
五
拾
万
噸
の
海
軍
力
を
持
つ
と
威
嚇
し
た

と
云
わ
れ
た
が
、
公
使
が
斯
か
る
叢
誌
を
弄
し
た
と
は
想
像
し
得
な

い
。
然
し
上
記
二
月
五
臼
付
の
小
幡
公
使
よ
り
内
田
外
相
宛
の
報
告

（
電
信
一
七
二
丹
）
か
ら
見
て
も
、
小
幡
の
抗
議
が
相
当
激
烈
な
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

で
あ
っ
た
こ
と
は
推
察
で
き
る
。
内
田
外
相
も
顧
全
権
等
の
行
動
に

憤
罰
し
、
二
月
五
矯
小
幡
公
使
に
、
徐
世
昌
総
統
に
会
見
し
て
、
陸

嘉
祥
が
貸
本
の
講
和
条
件
を
諒
承
し
た
の
に
拘
わ
ら
ず
、
パ
リ
に
於

け
る
中
園
全
権
の
態
度
は
ま
こ
と
に
遺
憾
で
あ
る
と
通
告
す
る
よ
う

訓
令
し
た
。
然
し
小
幡
公
使
は
、
中
国
の
輿
論
が
昂
奮
し
て
い
る
時
、

か
か
る
串
入
れ
を
な
す
の
は
、
却
っ
て
徐
総
統
の
立
揚
を
困
難
に
す

る
と
の
理
由
を
挙
げ
て
本
通
告
の
実
施
に
岡
意
し
な
か
っ
た
（
二
月

七
日
及
十
一
病
付
上
申
）
。
さ
て
由
記
衆
㎜
阿
蒙
は
一
R
刀
末
の
五
国
A
群
議
に

上
程
さ
れ
た
の
ち
、
四
月
下
旬
ま
で
二
箇
月
半
に
わ
た
り
講
和
会
議

の
正
式
議
題
と
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
閤
中
国
及
朝
鮮
に
於
て
日

本
の
対
中
国
関
係
に
大
き
な
影
響
を
も
つ
二
つ
の
事
件
が
起
つ
た
。

上
海
に
開
か
れ
た
南
北
和
平
会
議
と
朝
鮮
の
三
・
一
事
件
で
あ
る
。

　
上
海
で
二
月
二
十
日
か
ら
中
国
南
北
和
平
会
議
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
が
、
同
会
議
で
参
戦
軍
の
闘
題
が
大
き
な
議
題
の
一
つ

と
な
る
こ
と
は
予
想
さ
れ
て
い
た
。
参
戦
軍
と
い
う
の
は
中
国
の
第

一
次
大
戦
参
加
に
と
も
な
っ
て
結
成
さ
れ
た
軍
隊
で
あ
る
が
、
聡
警

上
日
本
か
ら
輪
親
し
た
兵
器
で
武
装
さ
れ
（
一
九
一
八
年
七
月
の
泰
平

組
合
兵
器
供
給
契
約
二
、
二
四
二
塁
）
、
日
本
の
惜
款
供
与
（
一
九
一
八
年
九

月
の
参
戦
借
款
二
千
万
円
）
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
、
日
本
軍
人
に
よ
っ

て
教
導
さ
れ
て
い
る
三
箇
師
団
の
精
鋭
で
、
段
職
瑞
一
派
の
管
理
下

に
あ
り
、
同
派
の
政
治
酌
勢
力
の
有
力
な
背
景
と
な
っ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
楓
本
は
和
平
会
議
の
始
ま
る
前
、
上
海
駐
在
の
松

t65　（393）



井
大
佐
を
し
て
南
方
代
表
唐
岩
蟹
に
面
会
さ
せ
、
和
平
会
議
に
参
戦

軍
…
問
題
を
上
程
し
な
い
よ
う
に
勧
告
し
た
が
、
唐
に
よ
っ
て
内
政
干

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

渉
で
あ
る
と
一
蹴
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
二
十
日
か
ら
和
平
会
議
が

開
催
さ
れ
る
と
、
唐
代
表
は
二
十
二
日
、
日
本
の
参
戦
借
款
停
止
、
参

戦
軍
の
取
消
、
壁
上
密
約
軍
事
協
定
の
宣
布
を
要
求
し
た
。
つ
ま
り

北
方
軍
閥
へ
の
日
本
の
援
助
を
停
止
せ
し
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

北
京
政
府
は
二
月
二
十
八
壷
中
臼
軍
事
協
定
関
係
の
文
書
を
和
平
会

議
に
送
付
し
た
が
、
そ
の
な
か
に
、
和
平
会
議
の
始
ま
る
直
前
二
月
五

β
に
中
国
陸
軍
代
表
者
徐
重
態
と
日
本
陸
軍
代
表
者
東
乙
彦
（
少
将
）

が
署
名
し
た
田
中
軍
事
協
定
の
延
長
に
関
す
る
協
定
が
入
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
⑪

こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
内
容
は
臼
中
軍
事
協
定
に
於
け
る
独
填
敵

国
に
対
す
る
戦
争
状
態
の
終
了
の
時
と
は
、
　
「
欧
洲
戦
争
の
平
利
会

議
に
於
て
平
和
条
約
締
結
せ
ら
れ
、
日
支
両
国
之
を
批
准
し
、
臼
支

両
国
軍
の
支
那
国
境
外
よ
り
及
同
地
方
に
駐
在
す
る
協
商
国
軍
の
同

時
に
撤
退
す
る
に
至
る
時
を
謂
ふ
」
と
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
即

ち
戦
争
の
終
了
時
期
は
、
平
和
条
約
の
批
准
後
、
中
国
国
境
外
よ
り

霞
中
両
国
及
び
協
商
国
軍
の
総
て
撤
退
す
る
時
と
規
定
さ
れ
た
の
で

あ
る
か
ら
、
一
方
か
か
る
戦
争
状
態
の
続
く
間
は
ま
た
参
戦
軍
の
存

在
も
必
須
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
軍
事
協
定
の
取
消
が
要
求
さ

れ
て
い
る
蒔
、
か
か
る
事
実
上
の
町
長
協
約
が
秘
密
裡
に
日
本
と
北

京
政
府
と
の
間
に
締
結
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
南
方
側
が
激
昂
す

る
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
し
て
本
問
題
も
重
大
な
一
原
因
と
な
っ
て
、

上
海
和
平
会
議
は
三
月
二
日
停
会
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
方
臼
本
の
植
民
地
で
あ
る
朝
鮮
で
も
、
三
月
一
日
頃
り
大
規
模

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

な
独
立
暴
動
が
起
つ
た
。
こ
の
日
京
城
で
は
「
朝
鮮
独
立
万
歳
」
な

ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
椙
　
げ
た
五
十
万
の
大
群
焦
目
の
派
威
運
動
が
行
な

わ
れ
た
。
以
後
独
立
運
動
は
三
月
下
旬
に
は
十
三
道
に
波
及
し
、
爲

本
軍
及
警
察
へ
の
襲
撃
事
件
が
頻
発
す
る
な
ど
難
壁
に
わ
た
る
大
暴

動
と
な
り
、
日
本
は
内
地
か
ら
軍
隊
を
増
派
し
て
之
を
鎮
圧
し
た
の

で
あ
る
。
本
暴
動
は
臼
本
が
パ
リ
講
和
会
議
で
人
種
平
等
案
を
提
案

し
て
折
衝
中
に
起
つ
た
の
で
あ
凱
、
朝
鮮
に
於
け
る
暴
動
と
鎮
圧
の

悲
惨
φ
な
実
m
帽
は
各
園
H
に
一
働
へ
ら
ノ
れ
、
列
国
殊
に
の
ち
に
触
れ
る
加
川
く

英
国
に
よ
り
、
日
本
の
対
中
国
政
策
を
牽
制
す
る
た
め
の
絶
好
の
具

と
し
て
使
わ
れ
、
日
本
と
し
て
は
重
大
な
時
期
に
一
つ
の
恥
点
を
暴

露
し
た
と
云
え
る
の
で
あ
る
。

　
パ
リ
で
は
二
箇
月
半
振
り
に
山
東
問
題
が
、
四
月
二
十
二
日
首
相

会
議
に
上
程
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
直
前
問
題
の
山
東
省

で
は
済
南
で
、
盛
大
な
国
罠
請
．
願
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
二
十
日
正
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午
よ
り
城
内
演
武
場
に
中
寺
官
憲
そ
の
他
の
群
集
約
三
・
四
万
人
が

集
合
し
、
青
島
を
還
付
せ
よ
と
の
演
説
が
あ
っ
た
の
ち
、
各
学
校
生

徒
は
商
界
の
公
園
ま
で
示
威
運
動
を
な
し
た
。
各
商
店
は
懸
樋
に
中

国
国
旗
と
と
も
に
、
　
「
死
を
誓
て
由
東
の
権
利
を
力
争
す
」
等
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

句
を
大
書
し
た
旗
を
掲
げ
て
遊
行
を
迎
へ
た
の
で
あ
っ
た
。
四
月
二

十
二
日
置
首
相
会
議
の
習
頭
珍
田
（
捨
己
）
全
権
は
、
山
東
に
於
け

る
独
逸
権
益
引
渡
の
臼
本
の
要
求
が
容
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
講
和
条

約
に
調
印
す
べ
か
ら
ざ
る
の
調
令
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
宣

明
し
、
結
局
三
十
日
の
第
三
園
首
相
会
議
で
山
東
問
題
は
ウ
ィ
ル
ソ

ン
米
大
統
領
の
反
対
に
も
拘
わ
ら
ず
日
本
の
要
求
通
り
解
決
し
た
こ

と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

三

　
北
京
各
大
学
の
有
志
は
、
五
月
三
購
、
来
る
七
日
の
国
恥
紀
念
日

（
田
本
が
一
九
一
五
年
所
謂
二
十
一
箇
条
要
求
に
関
し
最
後
通
牒
を
発
出
し
た

口
）
に
中
央
公
園
で
国
母
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
た

が
、
当
日
バ
リ
講
和
会
議
で
山
東
条
項
が
日
本
の
要
求
通
り
決
定
し

た
と
の
報
道
が
入
っ
た
。
そ
こ
で
学
生
等
は
同
夜
会
議
を
開
き
、
翌

四
日
天
安
門
で
示
威
運
動
を
開
催
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
四
日
午

後
、
北
大
∴
尚
師
等
の
学
生
三
千
余
が
「
懲
弁
売
国
賊
瞥
章
陸
」
「
取

消
二
十
一
条
」
　
「
取
消
中
日
軍
事
協
定
」
の
旗
を
持
っ
て
年
暦
民
巷

の
英
仏
米
公
使
館
に
行
っ
た
が
、
績
曜
日
で
あ
っ
た
の
で
抗
議
書
を

置
い
て
帰
り
、
つ
い
で
曹
汝
繰
宅
へ
遊
行
し
た
。
そ
し
て
仁
摩
を
包

翻
し
て
邸
内
に
入
り
遂
に
は
火
を
放
つ
に
至
っ
た
。
曹
汝
．
憲
は
裏
門

か
ら
逃
げ
た
が
、
曹
家
を
訪
問
中
の
章
宗
祥
駐
日
公
使
は
学
生
達
に

発
見
殴
打
さ
れ
、
臼
本
人
中
江
丑
吉
に
依
っ
て
援
け
ら
れ
た
と
云
わ

　
⑳

れ
る
。
当
日
警
察
に
よ
9
学
生
三
十
工
人
が
検
挙
さ
れ
、
北
京
政
府
「

の
内
部
で
は
、
北
京
大
学
解
散
論
ま
で
提
嘱
さ
れ
た
が
、
教
育
総
長

増
湘
の
皮
対
で
決
定
を
み
な
か
っ
た
。
か
く
の
如
き
形
勢
を
見
た
小

幡
公
使
は
、
こ
の
ま
ま
放
任
す
る
と
、
此
風
潮
は
中
国
各
地
に
伝
播

し
、
再
び
田
貨
抵
鰯
等
の
事
態
を
惹
起
す
る
虞
れ
が
あ
る
と
し
て
、

館
員
船
津
辰
一
鄭
を
国
務
院
秘
書
長
郭
則
淫
に
会
見
さ
せ
て
、
需
論

機
闘
の
取
締
を
要
求
さ
せ
、
つ
い
で
呉
警
察
総
監
に
対
し
五
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
中
央
公
園
で
の
集
会
を
中
耳
せ
し
む
る
よ
う
警
告
を
発
し
た
。
学

生
の
計
画
し
た
五
月
七
日
の
中
央
公
園
で
の
集
会
は
禁
止
さ
れ
て
実

行
出
来
な
か
っ
た
が
、
此
の
日
東
京
で
は
中
国
人
留
学
生
が
各
濁
公

使
館
に
請
願
、
せ
ん
と
デ
モ
を
行
い
、
警
官
隊
及
右
翼
、
と
衝
突
し
て
三

六
入
が
逮
捕
さ
れ
る
事
件
が
起
つ
た
。
学
生
の
反
購
運
動
の
昂
揚
と
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こ
れ
を
利
罪
し
て
倒
閣
を
計
ら
ん
と
す
る
政
治
運
動
が
結
び
つ
い
て
、

中
国
政
界
は
動
揺
し
、
指
弾
さ
れ
た
曹
汝
震
交
通
総
長
や
、
幣
制
局

総
裁
陸
宗
輿
は
辞
表
を
提
出
し
た
。
然
し
徐
大
総
統
は
陸
・
曹
等
を

か
え
っ
て
慰
留
し
た
の
で
、
激
昂
し
た
学
生
達
は
六
月
三
臼
か
ら
何

経
に
も
分
散
し
て
街
頭
演
説
を
開
始
し
た
。
同
日
に
は
す
で
に
一
七

八
人
が
検
挙
さ
れ
、
隠
蔽
藏
に
は
七
百
人
が
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
状

況
と
な
り
、
遂
に
政
府
は
北
京
大
学
を
臨
時
監
獄
と
し
て
検
挙
し
た

学
生
を
収
容
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
学
生
は
一
方
提
海
際
貨
、

抵
制
臼
貨
の
運
動
を
起
し
、
五
月
十
三
日
に
は
北
京
大
学
の
運
動
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

で
日
本
商
品
を
集
め
て
焚
署
し
、
日
本
商
口
悶
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
は
以

後
各
地
に
蔓
延
し
た
。
こ
の
国
貨
提
偏
運
動
に
関
し
六
月
の
『
密
勒

評
論
』
が
言
及
し
て
、
例
へ
ば
広
東
で
拾
独
の
歯
刷
子
が
累
累
口
で

は
、
一
二
拾
仙
も
す
る
の
は
輪
送
中
数
回
縫
金
が
と
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
と
指
摘
し
て
、
生
金
が
廃
止
さ
れ
な
い
限
り
国
貨
提
偶
運
動
は
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

功
し
な
い
と
云
っ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
上
海
で
は
、
北
京
に
於

け
る
学
生
の
大
量
逮
捕
に
憤
慨
し
て
、
六
月
五
臼
よ
り
大
規
模
な
罷

市
罷
工
が
早
寝
さ
れ
た
。
そ
し
て
五
四
運
動
の
中
心
は
北
京
か
ら
上

海
に
移
り
、
運
動
の
中
核
も
学
生
か
ら
工
入
階
級
へ
と
移
行
す
る
に

い
九
り
、
政
治
的
経
済
的
意
義
は
愈
肉
重
大
化
し
允
の
で
あ
る
。
上

海
の
全
商
店
は
六
月
五
日
一
斉
に
閉
許
し
、
内
外
棉
棉
織
公
司
の
五

干
五
百
人
を
始
め
、
清
華
紡
織
公
電
・
上
海
紡
織
公
司
等
の
挿
入
が
、

曹
・
章
・
陸
三
人
の
罷
免
を
要
求
し
て
選
外
問
の
罷
工
に
入
っ
た
。

続
い
て
商
務
印
書
館
、
電
車
公
司
、
英
美
姻
公
司
姻
廠
、
濾
杭
・
瓶
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

乎
鉄
路
司
機
工
人
、
埠
頭
労
働
者
等
数
万
人
が
総
罷
工
し
、
上
海
租

界
の
動
脈
は
停
止
す
る
と
い
う
一
大
ス
ト
に
発
展
し
た
。
北
京
の
英

米
協
会
（
〉
訂
σ
q
剛
9
＞
∋
g
窮
二
〉
沼
・
2
註
。
コ
）
も
、
六
月
六
臼
満
場
一

致
で
山
東
問
題
に
関
す
る
パ
リ
講
和
会
議
決
定
に
反
対
す
る
決
議
を

採
澤
し
た
が
米
里
公
使
や
公
使
館
員
が
同
協
会
の
重
要
な
メ
ン
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

な
の
で
、
日
本
は
六
月
十
九
田
米
国
の
注
意
を
喚
起
し
た
。
北
京
政

府
は
全
国
6
9
な
罷
市
罷
工
の
抗
議
の
た
め
、
や
む
な
く
十
臼
曹
・
章
・

陸
の
三
人
を
免
職
し
た
の
で
、
上
海
の
ス
ト
も
十
二
日
中
止
さ
れ
た

が
、
鼠
輩
の
辞
職
に
よ
り
、
臼
本
と
陸
の
問
で
内
交
渉
さ
れ
て
い
た

局
瀬
打
開
策
竜
ま
た
ゆ
絶
す
る
に
至
っ
た
。
か
か
る
学
生
・
商
界
・

労
働
階
級
の
注
視
の
う
ち
に
、
六
月
廿
八
日
目
リ
に
於
て
中
國
代
表

は
遂
に
対
独
平
和
条
約
へ
の
調
印
を
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。
山
東
省

の
各
団
体
代
表
者
は
、
六
月
二
十
二
日
徐
大
総
統
に
会
見
し
、
臼
本

は
山
東
を
公
然
と
そ
の
領
土
の
如
く
み
な
し
、
出
東
人
民
を
奴
隷
・

牛
馬
の
如
く
扱
っ
て
い
る
と
訴
へ
、
条
約
の
不
調
印
を
主
張
し
た
が
、
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謁
印
拒
絶
後
も
山
東
で
は
日
本
人
と
の
種
畜
な
軋
櫟
が
起
つ
た
。
例

え
ば
七
月
七
日
、
済
南
で
は
日
本
居
留
民
が
講
和
成
立
を
祝
し
て
提

灯
行
列
を
催
さ
ん
と
し
た
の
で
、
中
国
商
店
は
閉
店
し
た
の
で
あ
る

が
、
夕
刻
日
本
の
浪
入
が
戸
毎
に
門
を
叩
い
て
開
店
を
強
要
し
、
泰

康
商
店
を
破
壊
す
る
に
い
た
っ
た
事
件
な
ど
が
勃
発
し
た
。
そ
し
て

廿
五
日
に
は
済
南
に
は
戒
厳
令
が
布
か
れ
る
に
至
っ
た
。
戒
厳
司
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
参
戦
軍
の
第
二
師
師
長
、
済
南
鎮
守
使
馬
良
で
あ
っ
た
（
参
戦
軍
三

師
は
北
苑
・
済
南
・
保
定
の
三
地
に
分
駐
し
て
い
た
）
。
馬
良
は
、
藩
王
参

戦
軍
の
兵
羅
は
ほ
本
か
ら
供
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
着
て
い
る
の

は
臼
本
の
軍
服
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
軍
人
で
あ
る
が
、
戒
厳
司
令

に
な
翫
と
雲
速
反
田
運
動
に
強
い
弾
圧
を
加
え
て
極
刑
を
以
て
臨
み
、

ま
た
軍
隊
を
使
用
し
て
食
糧
を
徴
発
し
、
憂
憤
…
紛
線
の
日
本
人
に
供

与
し
た
り
し
た
。
こ
れ
は
参
戦
軍
の
性
格
を
物
語
る
一
資
料
と
い
え

よ
う
。

　
パ
リ
に
於
け
る
講
和
首
脳
会
談
に
於
て
、
日
本
の
山
東
無
条
件
獲

得
の
要
求
が
確
認
さ
れ
、
北
京
に
五
四
事
件
が
勃
発
し
た
直
後
、
や

は
り
パ
リ
で
日
英
米
仏
四
箇
国
の
銀
行
家
が
会
議
を
開
催
し
、
中
国

に
対
す
る
新
借
款
団
形
成
に
関
す
る
基
礎
条
件
を
討
議
し
五
月
十
二

日
次
の
如
き
結
論
に
達
し
た
こ
と
は
極
め
て
注
目
さ
れ
る
。

ω
将
来
の
借
款
事
業
及
一
切
の
現
存
借
款
契
約
妓
借
款
選
択
権
に
し
て
公

　
募
せ
ら
る
べ
き
も
の
は
総
て
共
同
事
業
と
す
。
但
し
企
業
（
鉄
道
を
含
む
）

　
に
関
す
る
契
約
及
選
択
権
に
し
て
其
の
事
業
既
に
具
体
曲
進
捗
を
為
せ
る

　
も
の
は
此
の
限
に
あ
ら
す
。

㈲
　
各
国
団
体
は
其
の
所
有
し
又
は
管
理
す
る
一
切
の
此
の
種
契
約
及
選
択

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
権
を
借
款
団
に
提
供
す
へ
し
。

　
こ
の
結
論
は
、
前
年
一
九
一
八
年
十
月
の
米
圏
の
新
借
款
団
組
織

に
関
す
る
提
議
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
単
に
中
国

に
対
す
る
政
治
借
款
の
み
な
ら
ず
、
実
業
借
款
を
も
借
款
団
の
共
同

事
業
と
す
る
点
、
現
在
す
で
に
進
行
中
の
も
の
以
外
の
契
約
及
優
先

権
髪
借
款
団
に
提
供
す
る
点
等
は
重
大
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
米

国
提
案
に
基
づ
く
新
中
国
新
借
款
団
形
成
を
め
ぐ
る
日
本
の
対
応
は

極
め
て
複
雑
な
も
の
が
あ
っ
た
。
大
戦
の
終
末
に
伴
な
い
西
欧
列
強

の
極
東
へ
の
関
心
の
増
大
は
、
鴇
本
の
中
国
に
於
け
る
戦
争
中
の
独

占
的
優
位
を
脅
威
す
る
に
い
た
る
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
。
英
・
均

等
は
戦
争
の
た
め
疲
弊
し
中
国
に
新
た
に
資
本
を
投
下
す
る
能
力
を

欠
い
て
い
た
が
、
予
想
さ
れ
る
米
国
の
大
規
模
な
資
本
攻
勢
に
ど
う
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対
処
す
る
か
は
、
藍
本
に
と
り
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
五
月
初
旬

の
稿
と
思
わ
れ
る
「
米
圏
提
議
対
支
新
菊
款
団
｝
件
方
針
案
」
及
び

五
月
二
十
β
の
新
借
款
団
に
関
す
る
「
閣
議
決
定
」
等
か
ら
、
日
本

の
態
度
を
概
述
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
大
戦
終
了
後
の
中
国
の
情
勢
及

び
米
国
の
動
向
に
対
す
る
根
本
的
認
識
と
し
て
は
、
　
「
米
國
の
大
資

本
が
将
来
支
郡
に
投
下
せ
ら
る
る
に
至
る
べ
き
は
蓋
し
免
れ
難
き
大

勢
の
帰
趨
な
る
を
以
て
臼
本
と
し
て
は
寧
ろ
進
み
で
新
借
款
に
加
わ

り
対
支
投
資
に
関
す
る
日
米
の
協
同
を
緊
蜜
な
ら
し
め
、
欧
米
の
資

本
的
勢
力
を
東
洋
の
平
和
及
彼
我
の
公
益
に
資
す
る
方
向
に
導
く
こ

と
最
得
策
と
認
む
」
（
閣
議
決
定
）
と
あ
り
、
米
国
の
強
大
な
資
本
攻

勢
に
対
抗
す
る
こ
と
は
急
難
な
の
で
、
こ
れ
と
同
調
し
、
こ
れ
を
幾

分
で
も
日
本
に
有
利
な
方
向
に
導
く
と
い
う
の
が
、
根
本
的
態
度
で

あ
る
。
新
に
借
款
団
の
対
象
に
包
含
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
実
業
借

款
に
就
い
て
い
え
ば
、
そ
の
な
か
で
最
も
重
要
な
の
は
鉄
道
借
款
で

あ
る
が
、
と
の
点
に
関
し
て
は
、
　
「
列
国
の
鉄
道
計
爾
の
規
模
雄
大

な
る
こ
と
而
も
我
資
金
の
十
分
豊
潤
な
ら
さ
る
こ
と
等
に
顧
み
将
来

の
鉄
道
借
款
は
寧
ろ
新
借
款
団
の
共
同
事
業
中
に
包
含
せ
し
め
其
手

に
て
鉄
道
の
開
発
を
図
り
列
鶴
の
鉄
道
政
策
を
中
和
し
乃
至
我
に
不

利
を
来
す
へ
き
共
同
管
理
説
を
阻
止
す
る
と
共
に
、
現
在
列
国
の
閣

係
あ
る
広
大
な
る
支
那
↓
般
鉄
道
に
対
し
て
も
我
発
言
権
を
獲
得
す

る
こ
と
を
有
利
と
す
」
即
ち
鉄
道
を
借
款
団
の
共
同
事
業
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
英
国
等
の
支
配
す
る
広
大
な
鉄
道
網
に
割
り
込
む
意

図
を
表
明
し
て
い
る
。
借
款
団
の
形
成
に
あ
た
っ
て
、
米
国
及
日
本

に
、
戦
争
に
よ
る
英
園
の
投
資
能
力
の
貧
圏
を
好
機
と
し
て
、
英
国

の
優
先
権
を
放
棄
せ
し
め
そ
の
勢
力
圏
を
開
放
せ
し
め
よ
う
と
の
狙

い
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
。
こ
の
優
先
権
の
放
棄
に
関
し
、

上
記
方
針
案
は
、
日
本
は
満
蒙
を
除
外
し
た
上
で
、
　
「
山
東
省
に
於

け
る
我
優
先
権
を
放
棄
し
、
英
國
の
揚
子
江
流
域
、
仏
国
の
雲
南
、

広
西
、
広
葉
地
方
に
於
け
る
優
先
権
を
放
棄
せ
し
め
る
こ
と
は
、
正

に
支
那
保
全
の
一
端
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
は

大
戦
中
に
獲
得
し
た
山
東
省
に
於
け
る
優
先
権
を
放
棄
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
英
国
及
仏
圏
の
揚
子
江
流
域
、
蛇
華
南
地
方
の
勢
力
圏
を

撤
廃
せ
し
め
よ
う
と
す
る
案
な
の
で
あ
る
。
以
上
の
如
き
盛
込
を
以

て
臼
本
は
、
米
国
の
新
借
款
団
組
織
提
議
に
間
調
せ
ん
と
し
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
放
棄
し
得
べ
き
山
東
省
に
於
け
る
諸
権

益
を
、
独
逸
よ
り
無
条
件
に
獲
得
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

日
本
の
強
固
な
山
菅
確
保
の
主
張
の
基
底
に
は
、
か
か
る
思
惑
が
あ

っ
た
こ
と
を
見
逃
す
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
然
し
臼
本
の
借
款
団
へ
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の
同
意
の
大
前
提
と
し
て
、
借
款
団
の
無
辺
範
囲
よ
り
満
蒙
を
除
外

す
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
重
要
な
る
前
提

た
る
満
蒙
除
外
問
題
に
関
し
、
日
本
と
英
・
米
・
仏
と
の
間
に
強
い

摩
擦
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

　
閏
本
銀
行
団
の
代
表
小
田
切
万
寿
之
助
が
米
国
銀
行
団
代
表
ラ
モ

ソ
ト
臼
．
芝
●
ピ
餌
彰
。
馨
に
対
し
、
「
日
本
が
特
殊
利
益
を
有
す
る
満

蒙
地
方
に
於
け
る
一
切
の
権
利
及
選
択
権
は
協
定
案
所
定
の
共
岡
事

業
に
関
す
る
取
極
よ
り
除
外
せ
ら
れ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
の
見
解
を

「
通
告
し
た
の
は
、
六
月
十
八
日
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
ラ
モ
ソ
ト
は
、

六
月
廿
三
日
「
満
蒙
は
巾
国
の
重
要
な
る
部
分
で
あ
っ
て
之
を
借
款

団
の
範
照
か
ら
除
外
せ
ん
と
試
み
る
が
如
き
企
て
は
到
底
容
認
せ
ら

る
べ
き
で
は
な
い
」
と
ま
ず
小
田
切
宛
に
日
本
の
主
張
を
反
草
し
、

米
国
政
府
も
七
月
三
十
日
駐
米
臼
本
代
理
大
使
に
満
蒙
地
域
留
保
に

反
対
の
意
向
を
表
明
し
た
。
莫
国
外
相
代
理
力
ー
ゾ
ソ
（
閃
母
｝
○
葺
マ

N
8
）
は
七
月
十
八
日
及
二
十
二
日
、
珍
田
大
使
と
会
談
し
、
満
蒙
留

保
問
題
の
ほ
か
、
日
本
の
対
中
騨
、
朝
鮮
政
策
に
関
し
強
い
批
判
を

与
へ
た
。
こ
の
会
談
は
重
要
な
問
題
に
触
れ
て
い
る
の
で
内
容
を
一

　
　
　
　
　
　
　
⑳

応
紹
介
し
て
み
た
い
。
カ
ー
ゾ
ソ
は
日
本
の
対
中
国
政
策
の
欝
的
は

中
稠
の
独
占
支
輪
に
あ
る
が
、
日
本
が
利
己
的
政
策
を
続
け
る
な
ら

ば
極
東
に
於
て
孤
立
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
指
摘
し
た
上
、
列
強
が
従

来
と
り
き
た
っ
た
独
占
的
勢
力
範
囲
設
定
の
時
代
は
既
に
過
去
の
も

の
ど
な
り
、
中
国
の
将
来
は
、
国
際
酌
な
援
助
と
協
力
に
か
か
っ
て

い
る
こ
と
を
力
説
し
た
。
日
本
が
山
東
撤
兵
の
時
臼
を
明
確
に
宣
明

す
る
こ
と
が
、
中
国
及
列
国
が
日
本
へ
抱
い
て
い
る
疑
惑
を
は
ら
す

方
法
で
あ
る
と
語
り
、
し
か
も
日
中
間
の
山
東
に
関
す
る
条
約
に
対

し
、
そ
の
有
効
性
に
疑
問
が
あ
る
と
ま
で
述
べ
た
の
で
あ
る
。
〔
一
十

二
日
の
会
談
で
は
、
殊
に
朝
鮮
問
題
に
雷
及
し
、
朝
鮮
の
暴
動
及
び
日

本
軍
憲
の
弾
圧
の
状
況
に
関
す
る
宣
教
師
の
情
報
を
伝
え
、
朝
鮮
に

於
て
日
本
が
よ
リ
リ
ベ
ラ
ル
な
施
策
を
と
る
よ
う
な
勧
告
を
し
た
。

そ
し
て
本
暴
動
事
件
が
英
国
議
会
の
問
題
に
ま
で
発
展
す
る
可
能
性

を
も
警
告
し
た
の
で
あ
る
。
四
国
借
款
団
に
関
す
る
日
本
の
満
蒙
留

保
に
つ
い
て
も
、
珍
田
大
使
報
告
に
よ
れ
ば
、
「
千
三
は
、
偶
々
新
借

款
団
に
言
及
し
満
蒙
除
外
に
対
し
頗
る
不
満
の
口
調
を
以
て
其
の
不

都
合
を
鳴
ら
し
、
英
国
に
於
て
も
揚
子
江
地
方
に
於
け
る
勢
力
範
囲

の
確
保
に
努
め
た
る
時
代
あ
り
た
る
も
、
今
や
従
来
の
方
針
を
一
変

し
た
る
実
例
を
挙
げ
開
放
的
政
略
の
最
要
を
力
説
」
し
た
の
で
あ
っ

た
。
要
す
る
に
カ
ー
ゾ
ソ
の
見
解
は
、
近
来
の
殊
に
大
戦
中
の
日
本

の
中
御
為
親
企
図
に
対
す
る
強
烈
な
批
判
で
あ
抄
、
朝
鮮
に
於
け
る
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臼
本
の
恐
怖
政
治
に
雷
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
中
国
政
策

の
利
己
的
閉
鎖
的
な
性
向
に
現
実
味
を
帯
び
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し

た
と
い
え
よ
・
つ
。

　
英
・
米
等
の
日
本
の
中
編
政
策
に
対
す
る
牽
欄
は
、
山
東
問
題
と

満
蒙
留
保
問
題
の
二
点
に
集
中
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
前
者
に
関
し

て
は
、
日
中
聞
の
一
九
一
五
年
（
所
謂
二
十
一
箇
条
）
及
一
九
一
八
年

の
山
東
条
約
の
効
力
に
疑
義
を
表
明
し
、
三
弦
の
山
東
に
於
け
る
権

益
の
範
囲
及
内
容
を
で
き
る
だ
け
限
定
す
る
こ
と
に
英
米
は
努
め
た

　
　
　
◎

の
で
あ
る
。
差
等
・
カ
！
ゾ
ソ
会
談
に
於
て
も
、
カ
ー
ゾ
ン
は
上
述

し
た
如
く
、
日
本
は
な
ぜ
山
東
撤
兵
の
時
日
を
明
確
に
し
な
い
の
か

と
執
拗
に
迫
り
、
米
国
で
も
、
上
院
に
於
け
る
パ
リ
平
和
条
約
批
准

悶
題
と
か
ら
ん
で
、
ウ
ヰ
ル
ソ
ソ
大
統
領
が
二
本
に
対
し
、
七
月
廿

八
日
ま
で
の
期
限
付
で
、
講
和
首
相
会
議
で
の
打
合
せ
事
項
を
発
表

す
る
よ
う
強
く
．
要
諾
し
た
。
そ
し
て
、
も
し
日
本
側
で
発
表
し
な
い

場
合
は
、
大
統
領
が
公
表
す
る
と
通
告
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
日

本
は
や
む
な
く
、
八
月
二
日
内
田
外
輪
談
と
し
て
、
講
和
条
約
批
准

後
は
、
速
に
膠
州
湾
還
付
交
渉
を
開
始
し
、
還
付
協
定
が
成
立
す
れ

ば
、
膠
州
湾
租
借
地
難
燃
済
鉄
道
の
守
備
隊
は
習
慣
撤
退
す
る
こ
と
、

臼
本
の
保
持
せ
ん
と
す
る
O
は
、
単
に
独
逸
に
許
さ
れ
た
る
経
済
上

の
特
権
に
過
ぎ
な
い
こ
む
を
宣
明
し
、
更
に
新
た
な
る
日
本
の
護
歩

と
し
て
、
一
九
一
五
年
協
約
に
基
づ
く
日
本
の
専
管
居
留
地
設
澄
の

か
は
り
に
、
各
国
共
伺
居
留
地
の
設
定
を
考
へ
て
い
る
こ
と
を
付
言

し
た
。
こ
の
内
田
外
相
談
は
、
四
月
三
十
臼
の
．
バ
リ
首
相
会
議
に
於

け
る
日
本
全
権
の
声
明
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
内
田
外
相
の
談

話
の
な
か
に
、
一
九
一
五
年
協
約
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
、

米
国
は
、
首
相
会
議
に
於
け
る
諒
解
と
異
な
る
と
異
議
を
申
し
入
れ

来
り
、
ウ
ヰ
ル
ソ
ン
大
統
領
も
、
八
月
六
日
態
々
声
明
を
発
表
し
、

米
国
は
決
し
て
一
九
一
五
年
及
一
八
年
の
日
中
岡
の
交
換
公
文
を
黙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

認
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
言
明
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本

の
面
内
で
は
、
こ
の
内
田
外
相
談
に
あ
ら
わ
れ
た
譲
歩
に
関
し
異
議

が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
と
に
出
先
た
る
青
島
駐
屯
軍
は
強

い
反
対
を
示
し
た
『
八
月
五
揖
の
青
島
軍
参
謀
長
の
意
見
書
に
、

「
今
回
更
に
退
譲
を
纂
と
し
大
正
三
四
年
戦
役
の
紀
念
た
る
其
の
唯

一
無
二
の
戦
利
品
た
る
専
管
艦
留
地
を
も
保
有
す
る
能
は
ず
…
…
…

或
は
蘇
る
難
論
為
に
沸
騰
し
、
遂
に
不
測
の
変
乱
を
生
ぜ
ん
事
を
」

と
あ
る
を
見
て
も
、
一
端
を
察
し
得
よ
う
。

　
八
月
二
日
の
内
田
外
相
の
談
話
に
対
す
る
海
外
の
反
響
は
大
体
に

於
て
良
好
で
あ
っ
た
が
、
政
府
は
こ
の
頃
、
八
月
七
日
か
ら
十
三
目
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ま
で
の
闘
に
三
回
外
交
調
査
会
を
開
催
し
、
四
国
借
款
団
に
議
す
る

日
本
の
方
針
を
検
討
し
た
結
果
、
前
述
の
五
月
十
二
日
の
パ
リ
に
於

け
る
銀
行
団
決
議
を
確
認
し
た
が
、
同
時
に
、
　
7
石
決
議
の
確
認
は

南
満
洲
及
東
部
内
蒙
古
に
於
け
る
日
本
の
特
殊
権
利
及
利
益
に
何
等

’
不
利
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
あ
る
へ
き
も
の
な
り
と
解
釈
す
べ
か

ら
ざ
る
は
勿
論
な
り
と
す
」
と
の
方
針
を
決
定
し
た
。
即
ち
満
蒙
除

外
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
外
交
調
査
会
会
議
で
、
犬
養
毅
と
伊
東
巳

代
治
が
、
英
国
が
す
で
に
揚
子
江
沿
岸
の
勢
力
範
囲
を
放
棄
し
た
以

上
、
日
本
も
満
蒙
除
外
を
必
要
と
し
な
い
と
の
論
を
述
べ
た
の
は
注

目
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
田
中
陸
相
と
内
田
外
糟
が
満
蒙
除
外

を
固
執
し
、
そ
し
て
原
首
相
が
、
　
「
先
づ
除
外
を
主
張
す
べ
く
、
而

し
て
我
に
於
て
は
急
ぐ
の
必
要
な
き
に
因
り
、
成
可
手
切
れ
と
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
，

ざ
る
範
臨
に
於
て
、
之
を
試
む
べ
し
」
と
採
決
し
た
の
で
あ
る
。
満

蒙
除
外
反
対
は
、
犬
養
・
伊
菓
の
み
で
な
く
、
当
時
欧
州
諸
国
を
旅

行
中
で
あ
っ
た
後
藤
新
平
も
七
月
二
五
臼
、
英
圏
か
ら
内
田
外
相
に

電
報
し
、
満
蒙
・
山
東
の
借
款
団
に
対
す
る
留
保
は
、
現
在
に
凡
て

は
、
　
「
全
然
時
機
を
失
し
名
案
も
愚
案
た
る
を
免
れ
難
き
」
と
、
山

本
が
先
年
六
国
借
款
団
を
脱
退
し
た
折
の
米
国
の
如
く
孤
立
す
る
恐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

れ
が
あ
る
と
浬
意
を
喚
起
し
た
。
内
田
外
相
は
臼
本
の
満
蒙
留
保
主

張
を
米
国
に
通
告
す
る
よ
う
八
月
十
七
日
出
淵
代
理
大
使
に
調
令
し

た
が
、
そ
れ
は
「
日
本
圏
民
の
満
蒙
地
方
に
対
す
る
感
覚
の
極
め
て

鋭
敏
な
る
は
実
際
の
政
治
問
題
と
し
て
到
底
之
を
無
視
す
る
こ
と
能

は
ざ
る
所
に
属
し
、
此
の
特
殊
な
る
帝
国
政
府
の
立
場
は
米
国
政
府

に
於
て
も
十
分
同
情
を
以
て
諒
解
せ
ら
れ
む
こ
と
を
希
望
す
」
と
米

国
の
同
情
を
訴
へ
る
が
如
き
内
容
で
あ
っ
た
。
日
本
政
府
の
満
蒙
留

保
の
通
告
が
、
米
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
八
月
昔
七
日
で
あ
る
が
、

同
臼
ラ
ン
シ
ン
グ
（
い
§
。
。
貯
α
q
）
国
務
長
官
一
は
、
燕
央
国
駐
在
の
デ
ヴ
ィ

ス
（
O
㊤
＜
一
ω
）
大
使
と
、
北
京
駐
在
の
ラ
イ
ン
シ
ュ
（
労
①
一
襟
回
）
公
使
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

重
大
な
調
令
を
発
し
て
い
る
。
即
ち
在
英
の
デ
ヴ
ィ
ス
大
使
に
は
、

米
国
は
日
本
の
満
蒙
留
保
に
は
あ
く
迄
反
対
で
あ
9
、
臼
本
を
除
く
、

米
、
英
、
仏
三
国
で
借
款
団
を
形
成
し
た
い
意
向
で
あ
る
が
、
英
国

が
こ
れ
に
同
意
す
る
よ
う
極
秘
裡
に
勧
告
方
を
訓
達
し
た
。
そ
し
て

一
方
北
京
の
ラ
イ
ソ
シ
ユ
公
使
に
は
、
英
、
仏
、
米
三
国
よ
り
な
る

借
款
団
に
対
し
、
中
国
か
ら
借
款
の
優
先
権
を
付
与
す
る
と
の
公
文

を
取
付
け
る
た
め
、
こ
れ
も
極
秘
で
努
力
す
る
よ
う
訓
令
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
ラ
ン
シ
ン
グ
の
計
画
は
、
明
ら
か
な
日
本
へ
の
対
抗
行

為
で
あ
夢
、
同
時
に
鼠
本
を
除
外
し
て
、
投
資
能
力
の
な
い
莫
仏
と

と
も
に
中
国
の
借
款
に
応
じ
よ
う
と
い
う
米
国
の
絶
大
な
経
済
的
自
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信
を
物
語
る
毛
の
で
も
あ
っ
た
。
然
し
，
大
胆
な
る
ラ
ン
シ
ン
グ
案

に
対
し
、
英
岡
は
強
い
躊
露
を
示
し
、
仏
国
も
英
国
に
同
調
す
る
態

度
を
と
っ
た
。
英
国
は
中
国
に
於
け
る
自
己
の
広
大
な
る
勢
力
範
囲

を
日
本
の
蚕
食
か
ら
守
ら
ん
と
し
て
、
資
本
の
豊
富
な
米
国
の
援
助

を
仰
ぐ
こ
と
に
や
む
な
く
同
意
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
自
国
の
勢

力
圏
を
開
放
す
る
と
同
時
に
、
日
本
の
勢
力
圏
を
も
顯
放
せ
し
め
ん

と
し
た
。
し
か
る
に
藤
本
が
借
款
団
よ
り
除
外
さ
れ
、
独
自
の
行
動

を
展
開
す
る
の
で
は
、
肉
国
勢
力
範
囲
を
開
放
す
る
の
み
の
結
果
に

終
り
、
臼
本
を
牽
制
せ
ん
と
す
る
当
初
の
目
的
は
達
成
さ
れ
な
い
の

で
あ
る
か
ら
，
英
国
が
逡
巡
す
る
の
は
当
然
と
云
え
よ
う
。
中
国
も

臼
本
を
除
い
た
三
国
借
款
田
の
形
成
に
は
、
賛
成
し
な
か
っ
た
の
で
、

米
国
の
提
案
は
挫
折
す
る
に
い
た
り
、
八
月
十
三
日
の
『
原
敬
瞬
間
』

に
あ
る
「
我
に
於
て
は
急
ぐ
の
必
要
な
き
に
因
り
、
可
成
手
切
れ
と

な
ら
ざ
る
範
囲
に
於
て
之
を
（
註
、
満
蒙
留
保
）
試
む
べ
し
」
と
い
う
、

日
本
の
四
国
借
款
研
形
成
に
対
す
る
遷
延
策
は
一
応
成
功
を
収
め
つ

つ
あ
る
と
労
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

五

戸
本
が
最
初
に
満
蒙
留
保
を
米
国
に
通
告
し
た
の
は
、
前
述
の
如

く
六
月
十
八
日
差
あ
る
が
、
そ
の
潤
十
九
臼
原
壷
網
は
山
県
元
老
と

会
談
し
、
対
中
国
政
策
を
報
告
し
た
。
そ
の
な
か
で
中
国
に
関
し
刎

国
と
の
協
調
を
破
る
の
は
我
が
国
の
不
利
で
あ
る
の
で
協
調
に
努
力

す
る
が
、
　
「
裏
面
に
於
て
は
飽
く
ま
で
親
日
派
を
援
助
し
て
失
望
せ

し
め
ざ
る
の
方
針
を
取
る
べ
し
、
之
が
為
に
は
年
五
六
百
万
乃
至
一

千
万
円
の
金
を
投
ず
る
の
覚
悟
を
要
す
る
に
付
内
閣
に
於
て
も
既
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

内
密
決
す
る
所
あ
り
」
と
、
秘
密
裡
に
中
国
の
親
日
派
を
財
政
的
に

援
助
す
る
方
針
を
語
っ
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。
四
国
借
款
団
の

成
立
が
遷
延
し
て
い
る
聞
に
、
中
国
は
愈
々
財
政
的
に
行
詰
り
、
日

本
及
各
国
に
対
し
財
政
援
助
を
要
求
し
き
た
っ
た
。
七
月
に
は
、
四

国
銀
行
団
に
対
し
、
緊
急
の
行
政
費
等
と
し
て
一
ケ
月
四
百
万
弗
を

六
箇
月
聞
総
計
二
千
四
百
万
弗
の
借
款
供
与
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
日
本
に
対
し
て
は
、
陸
軍
総
長
斬
雲
鵬
、
陸
軍
次
長
張
画
論

を
通
じ
、
屡
鵡
青
木
中
将
、
坂
西
少
将
に
申
入
れ
が
あ
っ
た
。
日
本

か
ら
毎
月
提
供
さ
れ
て
い
る
参
戦
軍
の
維
持
費
参
戦
借
款
も
、
十
月

を
以
て
残
額
が
な
く
な
る
こ
と
と
な
っ
た
。
徐
大
総
統
は
、
九
月
八

匿
ラ
イ
ソ
シ
ユ
米
公
使
に
、
一
箇
月
以
内
に
米
国
或
い
は
借
款
団
よ

り
借
款
が
供
与
さ
れ
な
い
場
合
は
、
中
国
は
余
儀
な
く
日
本
か
ら
借

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

款
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
通
告
し
て
い
る
。
か
く
の
如
き
形
勢
を
み
た
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原
内
閣
は
、
九
月
十
三
日
O
閣
議
で
、
中
国
財
政
の
窮
迫
に
鑑
み
、

北
京
政
府
の
希
望
に
応
じ
、
一
箇
年
を
限
り
月
額
五
百
万
円
内
外
を

貸
渡
す
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
構
款
供
与
に
あ
た
っ
て

は
、
四
国
借
款
団
あ
る
い
は
、
米
国
と
の
共
同
貸
付
に
し
た
い
が
、

そ
れ
が
不
可
能
の
場
合
は
、
単
独
で
も
貸
付
け
る
と
の
決
意
を
表
明

し
て
い
る
。
月
五
百
万
円
で
は
年
六
千
万
門
と
な
り
、
巨
大
な
借
款

供
与
の
決
定
で
あ
る
。
か
く
日
本
が
単
独
借
款
の
強
行
に
踏
切
ら
ん

と
し
た
の
は
、
英
国
及
び
米
国
に
強
い
衝
撃
を
与
え
た
。
ま
つ
英
国

は
日
本
に
対
し
十
月
九
日
、
中
国
の
財
政
状
態
の
悪
化
に
鑑
み
、
至

急
列
国
共
同
で
五
百
万
傍
を
超
過
せ
ざ
る
借
款
を
提
供
す
る
よ
う
提

議
し
き
た
っ
た
。
し
か
し
て
、
借
款
供
与
の
基
礎
条
件
と
し
て
、
中

国
南
北
和
平
会
議
の
再
開
、
不
要
軍
隊
の
解
散
を
挙
げ
、
特
に
解
散

さ
る
べ
き
不
必
要
軍
隊
の
な
か
に
は
、
参
戦
軍
徳
備
異
所
属
兵
鼓
蒙

古
出
征
の
日
的
を
以
て
徴
解
し
た
る
兵
を
含
む
こ
と
を
指
定
し
た
の

で
あ
る
。
即
ち
借
款
供
与
の
代
償
と
し
て
参
戦
軍
の
解
散
が
必
要
だ

と
い
う
の
で
あ
っ
た
（
中
園
は
之
よ
り
さ
き
七
月
二
十
β
、
参
戦
津
軽
処

を
辺
防
湿
辮
処
、
参
戦
軍
を
辺
防
軍
と
改
称
し
て
い
る
が
、
参
戦
軍
と
呼
ば

れ
る
場
念
が
多
い
の
で
小
稿
で
電
便
宣
上
参
戦
軍
と
呼
ぶ
）
。
前
に
も
屡
六

鴛
及
し
た
如
く
、
参
戦
軍
は
日
本
の
中
国
に
於
け
る
勢
力
の
一
指
標

で
あ
り
、
段
一
派
の
紀
要
な
地
盤
で
あ
る
，
現
に
十
月
十
日
の
双
十

節
に
は
、
段
は
参
戦
軍
を
し
て
、
規
模
壮
大
な
閲
兵
分
列
式
を
行
わ

し
め
、
そ
の
勢
力
を
示
威
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
参
戦
軍
解
散
を

借
款
供
与
の
条
件
と
な
さ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
日
本
の
鋭
い

反
骸
が
当
然
予
想
さ
れ
た
。
陸
軍
省
は
十
月
二
一
日
付
で
、
　
「
中
国

の
現
況
に
別
て
参
戦
軍
（
辺
防
軍
）
の
必
要
な
る
理
由
」
と
題
す
る
文

書
を
作
り
、
外
務
省
に
も
配
付
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
中
国
の
軍
隊

は
少
く
は
な
い
が
、
　
「
真
に
国
防
軍
た
る
の
価
値
を
有
す
る
も
の
果

し
て
幾
伺
か
あ
る
、
吾
人
の
観
る
所
に
依
れ
ば
唯
々
参
戦
軍
三
箇
師

団
の
み
」
と
、
参
戦
軍
存
続
の
必
要
を
力
説
し
て
い
る
。
臼
本
は
、
十

月
二
十
八
日
付
で
英
国
の
提
案
に
対
し
て
回
答
を
送
り
、
借
款
の
供

与
に
は
同
意
す
る
が
、
条
件
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
参
戦
軍
の
解
散
鼓

に
解
散
の
臆
督
の
妬
き
は
，
中
国
に
対
す
る
内
政
干
渉
と
見
ら
れ
る

の
で
賛
成
で
き
な
い
と
拒
絶
し
た
。
臼
本
の
拒
否
に
接
し
た
英
国
は
、

十
一
月
二
十
五
鷺
、
不
要
軍
隊
が
解
散
さ
れ
な
い
限
り
、
如
何
に
中
国

に
前
貸
を
行
な
っ
て
も
写
照
財
政
の
平
衡
を
回
復
す
る
こ
と
は
’
で
き

な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
軍
隊
解
散
を
借
款
の
条
件
と
な
す
こ
と
が
何

故
内
政
干
渉
に
な
る
の
か
、
諒
解
し
難
い
と
日
本
の
主
張
を
反
駁
し

た
の
で
あ
る
。
当
時
英
國
は
、
中
帯
と
チ
ベ
ッ
ト
交
渉
を
行
な
っ
て
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い
だ
が
、
中
国
側
の
癒
絶
に
よ
っ
て
挙
挙
と
し
て
進
行
せ
ず
、
日
本

が
中
国
政
府
を
指
済
し
て
反
英
運
動
を
援
助
し
、
も
っ
て
山
東
問
題

か
ら
中
国
の
国
民
感
情
を
そ
ら
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

の
一
疑
惑
を
抱
い
て
い
た
◎
カ
ー
ゾ
ソ
漁
岬
は
、
十
一
月
初
旬
、
駐
英
中

｛
圃
公
使
に
対
「
し
、
中
国
が
チ
ベ
ッ
ト
交
濾
レ
に
応
じ
な
け
れ
ば
、
山
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

問
題
に
対
す
る
英
国
の
支
持
は
期
待
で
き
な
い
と
警
告
し
て
い
る
。

か
く
日
英
聞
の
対
立
が
深
刻
化
し
て
い
る
時
、
米
国
の
太
平
洋
拓
業

公
司
（
℃
8
茜
。
○
。
ぎ
回
○
℃
ヨ
9
μ
げ
。
。
壱
○
窮
ぼ
9
副
）
は
突
然
五
百
五
十
万

弗
の
第
二
圓
燗
酒
借
款
を
中
国
と
締
結
し
日
英
両
国
を
驚
愕
せ
し
め

た
。
こ
の
借
款
の
使
途
は
軍
・
隊
解
散
費
と
な
っ
て
居
り
、
借
款
条
項

に
よ
れ
ば
中
国
の
姻
酒
制
度
は
塩
税
制
度
と
同
じ
く
、
米
国
の
実
質

的
な
管
理
下
に
燈
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
英
国
及
日
本
の
強
い

抗
議
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
一
九
一
九
年
の
最
終
時
期

は
、
中
国
へ
の
借
款
供
与
を
め
ぐ
る
米
、
英
、
日
の
．
露
骨
な
利
権
獲

得
と
相
互
の
制
肘
牽
制
の
な
か
に
終
る
の
だ
が
、
田
本
は
翌
一
九
二

〇
年
一
月
踏
臼
の
新
春
の
閣
議
で
、
四
国
借
款
団
が
旧
節
季
ま
で
に

中
国
へ
の
借
款
供
与
を
行
わ
な
い
場
合
は
、
如
何
な
る
方
法
を
と
っ

て
も
日
本
が
貸
与
す
る
と
の
方
針
を
決
定
し
、
更
に
参
戦
軍
の
維
持

費
と
し
て
は
、
中
園
米
の
田
本
輸
出
［
の
護
照
料
を
あ
て
る
こ
と
を
諒

解
し
て
、
中
国
へ
の
単
独
援
助
と
参
戦
軍
の
維
持
に
関
す
る
強
い
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

度
を
持
続
し
た
の
で
あ
っ
た
。
以
上
、
冗
長
に
述
べ
た
対
馬
借
款
問

題
の
結
末
を
摘
記
す
れ
ば
、
英
国
提
議
の
五
百
万
膀
の
件
に
関
し
て

は
、
日
英
米
仏
四
国
は
、
本
借
款
の
一
部
を
中
国
の
南
北
讐
方
に
於

け
る
不
要
軍
隊
の
解
散
に
あ
て
る
と
い
う
案
で
同
意
し
、
一
九
二
〇

年
工
月
五
日
四
国
か
ら
中
国
に
通
告
さ
れ
、
ま
ず
二
月
十
九
日
日
本

は
九
百
万
円
を
前
貸
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
四
国
借
款
団
の
形

成
問
題
は
、
，
臼
本
が
桃
南
熱
河
鉄
道
、
及
該
鉄
道
の
一
地
点
よ
り
海

港
に
い
た
る
鉄
道
を
借
款
団
に
提
供
す
る
こ
と
に
同
意
し
て
、
同
年

五
月
事
実
上
解
決
し
た
。
換
雷
す
れ
ば
、
日
本
は
東
部
内
蒙
古
の
留

保
を
放
棄
し
、
南
満
の
み
を
特
殊
範
囲
と
し
て
借
款
団
の
対
象
外
に

す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

山／N

　
一
九
一
九
年
は
、
日
本
が
大
戦
中
拡
張
せ
し
め
た
中
国
に
於
け
る

地
盤
が
、
米
国
を
始
め
と
す
る
英
仏
勢
力
の
照
復
に
よ
っ
て
根
底
か

ら
動
揺
し
、
翌
一
九
二
〇
年
三
月
に
始
ま
っ
た
経
済
恐
慌
及
び
七
月

の
安
直
戦
争
に
よ
る
段
旗
瑞
一
派
の
失
墜
と
相
ま
っ
て
、
日
本
の
中

国
本
部
へ
の
ま
た
中
央
北
京
政
府
へ
の
発
言
権
の
弱
体
化
が
顕
著
と
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な
っ
た
年
で
あ
る
。
大
戦
中
の
日
本
の
貿
易
に
於
け
る
未
曾
有
の
受

取
超
過
（
一
九
一
五
i
一
九
一
八
の
四
年
間
に
約
三
十
億
円
）
の
時
期
か
ら

一
転
し
て
巨
額
の
入
超
の
時
代
に
入
る
劃
期
的
な
年
で
あ
る
。
こ
の

闘
中
国
へ
の
輸
出
の
増
大
と
と
も
に
、
対
米
輸
出
が
大
戦
前
の
二
億

門
未
満
か
ら
伸
張
し
て
一
九
一
九
年
に
は
八
億
円
を
超
え
、
日
本
の

輸…

o
総
額
の
四
割
に
近
く
な
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
し
か
も
対

米
輸
出
の
大
部
分
を
占
め
る
生
糸
は
、
日
本
の
農
業
経
済
を
左
右
す

る
ほ
ど
の
重
要
性
を
持
っ
て
居
る
の
で
あ
り
、
か
か
る
臼
本
経
済
に

占
め
る
米
国
の
地
位
の
重
大
さ
は
、
日
本
の
対
中
国
政
策
に
屯
当
然

影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
小
稿
で
は
一
九

一
九
年
の
日
中
関
係
に
持
つ
指
標
と
し
て
次
の
総
点
を
指
摘
す
る
に

と
ど
め
た
い
。
一
は
日
本
の
対
中
国
借
款
乃
至
投
資
政
策
に
み
ら
れ

る
変
化
で
あ
り
、
他
は
満
洲
に
於
け
る
形
勢
の
転
移
と
日
本
の
関
係

で
あ
る
。

　
ま
つ
対
中
国
投
資
方
法
の
変
化
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、
寺
内
内
閣

時
代
に
於
け
る
西
原
借
款
の
如
き
巨
大
な
政
治
借
款
の
供
与
は
、
前

記
し
た
如
き
国
際
的
な
情
勢
の
変
化
か
ら
も
、
ま
た
中
国
に
於
け
る

反
対
の
激
烈
さ
及
び
段
葦
葺
一
派
の
没
落
か
ら
も
不
可
能
と
な
っ
た

こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
竜
臼
本
自
体
経
済
恐
慌
に
よ
る
打
撃
で
、

政
治
借
款
の
如
き
放
漫
な
投
資
は
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
．

し
か
し
一
方
先
述
し
た
四
国
借
款
団
に
関
す
る
五
月
の
方
針
案
の
一

節
に
、
　
「
日
本
の
支
那
に
対
す
る
投
資
仕
業
は
借
款
主
義
を
改
め
事

業
主
義
と
な
す
べ
し
、
即
ち
支
那
民
間
の
有
力
者
を
し
て
有
利
な
る

事
業
を
計
画
し
我
資
本
家
よ
り
資
金
を
出
し
我
援
助
の
下
に
事
業
の

経
営
を
な
さ
し
む
る
が
如
き
方
法
に
出
つ
へ
し
、
斯
く
し
て
此
方
爾

よ
り
支
那
資
源
の
開
発
我
勢
力
の
三
面
を
図
る
こ
と
と
す
べ
し
」
と

あ
る
如
く
、
合
弁
事
業
の
形
態
に
よ
る
投
資
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
近
臨
中
国
の
一
史
家
は
、
一
九
一
九
年
に
日
華
合
弁

事
業
が
急
激
に
増
加
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
、
一
九
二
〇
年
の
経

済
恐
慌
で
、
日
本
の
対
空
貿
易
が
滅
少
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
中
日

合
弁
事
…
菜
の
拡
張
が
続
い
た
の
は
、
注
意
に
値
す
る
と
云
い
、
そ
の

原
閃
の
一
つ
と
し
て
、
中
国
人
驚
の
激
烈
な
反
対
に
あ
っ
た
北
方
及

菓
北
の
軍
閥
官
僚
が
、
日
本
の
資
本
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

己
の
経
済
的
政
治
的
地
位
を
高
め
ん
と
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

か
か
る
合
弁
投
資
乃
至
事
業
投
資
と
し
て
、
一
九
一
九
年
以
後
急
激

な
成
長
を
と
げ
、
日
本
の
在
華
権
益
の
大
宗
と
な
る
に
至
っ
た
の
は
、

云
う
ま
で
も
な
く
紡
績
業
で
あ
る
。
田
本
の
在
華
紡
績
の
錘
数
は
、
一

九
一
三
年
の
約
二
三
万
錘
よ
り
大
戦
終
結
の
年
の
一
九
一
八
年
に
約
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賦
二
万
錘
、
一
九
二
五
年
に
は
一
六
三
万
錘
と
驚
く
べ
き
増
大
を
示

し
、
殊
に
一
九
一
九
年
よ
り
二
五
年
の
聞
に
実
に
四
催
に
達
し
た
の

　
　
⑪

で
あ
る
。
こ
の
発
展
の
原
因
の
重
要
な
一
要
素
と
し
て
一
九
一
九
年

八
月
よ
り
実
施
さ
れ
た
中
国
の
輸
入
税
改
正
が
挙
げ
ら
れ
る
。
輪
入

税
改
正
は
、
一
九
一
七
年
の
中
国
の
大
戦
参
加
に
際
し
列
園
か
ら
許

容
さ
れ
た
条
件
の
一
つ
で
、
現
実
五
分
へ
の
回
復
に
過
ぎ
な
い
の
で

あ
る
が
、
対
華
墨
出
の
萎
靡
を
恐
れ
る
臼
本
の
強
い
反
対
で
実
施
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

遅
延
し
、
戦
後
の
一
九
一
九
年
八
月
よ
り
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
戦
争
中
の
好
況
期
に
日
本
が
外
圏
に
発
註
し
た
紡
績
機
械
が
、

戦
後
の
不
況
期
に
到
着
し
た
の
で
、
生
産
費
の
低
廉
な
中
国
に
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
建
設
し
た
と
も
云
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
青
島
・
上
海
を

二
大
中
心
地
と
す
る
在
華
紡
績
の
発
達
は
、
篇
本
の
中
園
本
部
に
於

け
る
権
益
の
中
核
と
な
り
、
中
国
の
労
働
運
動
の
熾
烈
化
と
相
ま
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
、
例
え
ば
五
珊
事
件
に
見
ら
れ
る
如
く
、
日
中
聞
の
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
の
彫
漆
と
な
る
に
至
り
、
以
後
の
田
本
の
対
華
政
策
展
開
上
の
、

殊
に
…
幣
原
外
交
を
考
察
す
る
上
で
の
重
要
な
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
一
九
一
九
年
犠
本
の
中
国
政
策
に
転
機
を
も
た
ら
し
た
も
う
一
つ

の
契
機
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
張
作
罧
の
東
三
省
制
覇
で
あ
ろ

う
。
上
述
し
た
如
く
属
望
が
懸
命
に
借
款
団
よ
り
の
留
保
を
主
張
し

た
南
満
洲
に
関
聯
す
る
間
題
で
あ
る
．
張
作
瓢
が
段
芝
貴
に
代
っ
て

奉
瓢
八
将
軍
と
議
な
つ
予
た
の
は
、
　
一
九
一
点
丁
年
で
以
後
煎
拙
た
と
勢
旧
型
を
拡

大
し
、
一
九
一
八
年
に
は
東
三
省
巡
閲
使
に
特
任
さ
れ
、
名
目
的
に

は
待
望
の
　
墨
二
省
の
．
覇
者
と
な
っ
た
。
然
し
吉
林
省
に
は
依
然
と
し

て
憶
恩
讐
が
在
り
、
反
張
作
型
の
立
場
を
竪
持
し
て
い
た
の
で
、
張

の
東
三
省
統
一
の
癌
と
な
っ
て
い
た
。
張
作
．
霧
は
一
九
一
九
年
六
月
、

吉
林
財
政
の
帯
出
を
理
由
に
盈
恩
遠
を
弾
劾
し
、
常
呂
軍
の
後
任
と

し
て
、
二
十
七
師
長
の
孫
烈
臣
を
任
命
す
る
よ
う
北
京
政
府
に
運
動

し
た
。
そ
の
結
果
七
月
六
親
吉
林
督
軍
営
は
革
屋
さ
れ
、
黒
龍
江
鴬

野
の
飽
貴
卿
が
吉
林
督
軍
に
、
黒
龍
江
督
軍
に
は
孫
烈
臣
が
任
命
さ

れ
、
張
の
劃
策
は
一
応
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
孟
恩
遠
部
下
の

高
士
濱
等
は
、
強
硬
な
主
戦
論
を
唱
へ
て
吉
林
の
独
立
を
宣
】
…
翻
し
、

奉
天
軍
と
一
戦
を
交
え
る
為
戦
備
を
整
え
た
。
そ
こ
で
張
も
孫
烈
臣

を
吉
林
討
伐
軍
総
司
令
に
任
命
し
て
吉
林
省
境
に
漸
次
丘
ハ
カ
を
増
加

し
、
戦
雲
暗
澹
た
る
な
か
に
両
軍
・
の
対
峙
を
み
た
。
か
か
る
時
突
然

七
月
十
九
罠
寛
城
子
事
件
が
勃
発
し
、
吉
林
軍
と
日
本
軍
が
寛
城
子

で
戦
闘
を
交
え
、
田
本
軍
は
戦
死
一
八
名
、
重
軽
傷
一
五
名
の
損
害

を
蒙
り
、
一
大
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
重
大
事
件
勃
発
の

報
道
を
受
け
た
北
京
欝
欝
は
、
日
本
と
の
摩
擦
を
恐
れ
、
即
刻
拙
著
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遠
と
高
士
債
の
鳶
職
を
発
布
し
た
。
吉
林
軍
は
寛
城
子
卑
件
の
勃
発

で
意
気
沮
喪
し
、
ま
た
内
紛
も
あ
っ
て
、
八
月
戦
わ
ず
し
て
張
作
、
魔

軍
の
軍
門
に
降
り
、
張
作
霧
軍
閥
の
名
実
と
も
な
る
東
三
省
掌
握
の

成
功
を
み
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。
然
し
、
寛
城
子
事
件
勃
発
直
後
、

本
事
件
は
張
画
廊
の
陰
謀
で
、
吉
林
軍
を
買
収
し
て
事
件
を
惹
起
し
、

臼
本
の
干
渉
を
発
動
し
て
吉
林
軍
を
潰
減
せ
し
め
ん
と
し
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

る
と
の
噂
が
伝
わ
っ
た
。
一
方
北
京
の
ジ
・
ル
ダ
ソ
英
国
公
使
は
、

七
月
二
十
六
日
、
太
・
国
あ
て
に
、
露
国
総
領
事
か
ら
聞
い
た
情
報
と
し

て
、
日
本
と
張
作
窯
と
の
間
に
七
条
の
摺
互
援
助
密
約
が
成
立
し
た

　
　
　
　
　
　
⑧

と
報
告
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
日
本
は
張
作
霜
軍
の
吉
林
討
伐
に

千
渉
し
な
い
、
張
作
霧
は
該
討
伐
に
よ
る
日
本
人
の
被
害
を
賠
償
す

る
、
張
軍
が
敗
退
し
た
場
合
は
日
本
軍
が
援
助
す
る
、
奉
天
兵
器
廠

に
罠
本
人
顧
問
を
任
命
し
、
兵
器
材
料
を
日
本
か
ら
一
手
購
入
す
る

等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
今
戸
確
認
す
べ
き
資
料
を
持
た
な
い
。

然
し
張
作
．
森
の
顧
問
に
は
日
本
軍
人
も
多
く
、
吉
林
軍
討
伐
に
際
し

な
ん
ら
が
の
黙
契
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
察
さ
れ
る
。
と

に
か
く
張
作
罧
の
東
三
省
制
覇
の
達
成
に
と
も
な
い
、
日
本
と
し
て

頑
張
軍
…
圓
と
の
提
携
に
重
要
な
配
一
慮
を
な
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

の
で
あ
る
。
し
か
も
東
支
鉄
道
の
ハ
ル
ビ
ン
長
春
問
は
、
二
本
の
監

理
区
域
と
な
り
、
吉
林
督
軍
飽
貴
獅
は
、
翌
一
九
二
〇
年
三
月
來
三

省
鉄
道
地
帯
に
於
け
る
中
国
主
権
の
回
復
を
宣
言
し
、
露
国
側
守
備

隊
の
武
装
解
除
を
断
行
し
た
。
こ
の
際
日
本
は
、
中
国
軍
の
実
力
発

動
に
対
し
干
渉
し
な
い
よ
う
三
月
廿
一
二
日
の
閣
議
で
決
定
し
て
い
る
。

以
上
の
如
き
東
三
省
に
於
け
る
張
作
線
軍
閥
の
独
裁
強
化
は
、
大
戦

後
英
米
等
の
牽
制
に
よ
り
、
再
び
視
野
を
中
国
本
部
よ
り
満
洲
に
転

ぜ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
日
本
に
と
っ
て
酒
毒
な
関
心
事
で
あ
り
、

且
一
九
二
〇
年
七
月
の
安
直
戦
に
よ
る
安
徽
派
の
敗
北
、
参
戦
軍
の

潰
減
に
よ
っ
て
北
京
中
央
政
府
へ
の
発
言
権
を
著
る
し
く
弱
体
化
し

た
日
本
の
、
奉
天
軍
閥
掌
握
の
重
要
性
は
愈
女
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
か
か
る
中
国
本
部
に
於
け
る
揖
本
紡
績
業
の
進
出
、
満
洲
を
制
．
浴

し
た
張
作
罧
軍
閥
と
日
本
と
の
抱
含
関
係
、
更
に
五
四
事
件
を
契
機

と
し
て
組
織
化
が
強
ま
り
著
る
し
く
政
治
的
意
義
を
増
大
し
た
中
国

の
労
働
運
動
、
い
わ
ば
一
九
二
〇
年
代
の
日
中
関
係
展
開
の
基
盤
の

一
九
一
九
年
に
於
け
る
様
相
を
粗
描
せ
ん
と
し
た
の
が
小
稿
の
目
的

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

①
　
　
あ
砂
謀
本
土
即
『
〔
口
独
戦
史
h
上
　
　
山
ハ
戸
一
斎
以
、

②
大
正
八
年
七
月
外
務
省
濾
三
局
、
鴨
在
支
那
本
邦
人
進
言
概
覧
』
第

　
二
國
g

③
大
証
六
年
十
二
月
二
十
庭
付
札
1
1
島
守
備
軍
民
敗
贔
秋
山
雅
之
助
意
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見
害
。

④
　
○
．
N
ゆ
団
名
。
亀
‘
目
冨
o
Q
冨
歩
軍
償
薦
ρ
窓
隆
自
．
℃
し
。
。
9

⑤
大
正
四
年
五
月
廿
五
珊
の
山
東
条
約
第
二
条
に
「
支
那
圏
致
府
自
ラ
芝

　
隅
不
η
〈
ハ
蝦
肥
ロ
ヨ
リ
膠
塊
鉄
道
二
接
続
ス
ル
鉄
道
ヲ
敷
軋
敵
セ
ム
ト
ス
ル
帆
伽
A
n

　
二
於
テ
独
逸
国
力
煙
灘
鉄
道
借
款
権
を
拗
棄
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
支
那
圏
政
府

　
ハ
屡
本
国
資
本
家
ユ
軋
刈
シ
借
一
睡
ヲ
轟
陶
議
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
約
ス
」
と
あ
る
。

⑥
『
五
四
愛
国
運
動
資
料
』
所
双
、
下
振
黄
編
青
島
潮
、
＝
頁
。

⑦
小
林
龍
夫
、
パ
リ
平
和
会
議
と
日
本
の
外
交
『
神
淵
先
生
還
暦
記
念
論

　
文
集
馳
。

⑧
陶
菊
隠
『
北
洋
軍
閥
統
治
時
期
史
話
』
第
五
冊
十
九
頁
。

⑨
　

『
小
幡
酉
吉
』
松
は
、
壁
隣
八
頁
で
本
件
を
叙
述
し
て
い
る
が
、
小
串

　
公
使
の
報
告
電
の
う
ち
一
六
一
号
を
採
用
し
、
小
稿
に
引
用
し
た
　
七
二

　
暑
電
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

⑩
　
拙
稿
、
　
「
段
・
注
両
政
権
に
関
す
る
若
干
の
資
料
」
　
『
歴
史
学
研
究
』

　
昭
…
和
一
灘
三
年
穴
月
。

⑧
陶
菊
源
、
前
掲
書
九
．
頁
。

⑫
山
辺
健
太
鄭
門
三
・
一
運
動
に
つ
い
て
扁
『
隔
壁
』
昭
和
三
十
年
六
・

　
七
月
。

⑬
在
済
奮
山
田
領
事
代
理
よ
り
内
田
外
糧
宛
四
月
二
十
日
頃
。

⑭
陶
菊
隠
前
掲
書
、
七
閤
頁
註

⑮
　
小
繕
駐
華
公
使
よ
り
内
田
外
相
宛
、
五
月
五
糊
付
報
告
。

⑯
　
前
掲
『
五
四
愛
麟
運
動
資
料
』
五
七
頁
。

⑰
ン
自
藏
p
巳
．
ω
蜀
Φ
く
δ
≦
こ
留
ぎ
a
畠
蜜
器
置
魯
払
㊤
陣
㊤
◆
や
心
ρ

⑲
　
王
承
礼
「
五
四
時
期
大
婁
記
」
『
歴
史
教
学
問
題
』
一
九
五
九
・
四
所
載
。

⑲
男
。
話
お
旨
図
Φ
冨
泣
。
暴
。
輪
菖
回
。
d
巳
げ
9
0
。
㌶
な
・
ワ
し
O
蜀
唱
噸
お
．

⑳
陶
菊
穏
、
五
六
一
九
頁
。

＠
　
外
務
省
亜
継
亜
局
『
対
支
漸
借
款
団
問
題
』
三
四
頁
。

⑫
田
村
幸
策
、
『
最
近
支
那
外
交
史
』
（
中
）
四
〇
一
頁
。

⑳
U
o
毒
害
①
暮
ω
§
］
W
馨
断
固
男
。
盗
σ
q
降
憎
。
ぎ
《
6
6
1
ω
ρ
切
立
仲

　
ω
o
ほ
霧
く
。
野
目
．
客
9
島
ρ
閉
。
・
戯
ω
9
及
七
月
廿
．
四
日
発
親
出
駐
英
大
使

　
よ
り
内
田
外
網
宛
報
蕾
箪
三
〇
二
型
。

⑳
　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
米
大
統
領
の
態
度
に
関
し
て
は
、
属
○
同
鉱
σ
Q
難
平
9
ρ
訟
O
に
ω
こ

　
勺
碧
山
勺
＄
8
0
0
艮
霞
窪
8
H
り
回
り
く
．
》
や
。
。
①
？
ω
①
餅

⑳
田
村
幸
策
前
掲
尊
上
一
〇
二
七
頁
。

⑳
　
　
『
原
敬
日
記
』
穴
正
八
年
八
月
十
薫
日
。
な
お
満
蒙
除
外
方
針
の
閣
議

　
正
式
決
定
は
八
月
十
四
日
で
あ
る
。

⑳
　
　
七
月
廿
五
R
門
付
、
　
珍
團
【
駐
藤
野
大
使
よ
り
内
田
け
外
切
府
～
繁
士
一
〇
山
ハ
ロ
万
。

⑳
　
舅
O
同
義
σ
q
昌
労
巳
暮
δ
篇
こ
一
り
お
唱
や
癖
Q
。
O
ム
。
。
蝉

⑳
　
　
『
原
敬
日
記
』
大
正
八
年
六
月
十
九
艮
。

⑳
頃
。
話
お
昌
蜀
。
㌶
鉱
g
ω
払
＄
q
⊃
や
隠
。
。
ω
．

⑳
し
d
葺
陣
聲
】
）
。
雲
日
窪
β
累
ρ
し
月
蕊
や
。
。
δ
■

⑫
　
『
原
敬
日
記
』
大
正
八
年
一
月
六
口
、
処
し
以
後
穴
月
五
日
の
閣
議
で
、

　
山
本
農
相
が
本
年
の
産
米
に
不
足
な
い
こ
と
を
報
告
し
て
、
中
坐
米
押
入

　
に
伴
ふ
護
照
料
問
題
は
中
止
さ
れ
た
。

⑳
　
張
雁
深
、
　
『
日
本
利
胴
所
謂
〃
合
辮
事
業
”
侵
華
的
歴
史
』
一
〇
一
頁

　
一
二
頁
。

・oo　dy　＠＠＠＠

東
亜
研
究
所
『
日
本
の
対
支
投
資
睡
三
五
頁
。

拙
稿
「
中
国
の
参
購
戦
と
日
本
の
立
場
」
『
歴
史
教
育
鵡
昭
和
三
五
年
二
月
。

厳
中
平
『
中
園
門
棉
紡
織
史
学
』
　
一
七
轟
ハ
胃
貝
。

拙
稿
「
五
、
三
十
婆
件
と
日
・
不
」
　
『
．
ア
ジ
ア
研
究
』
四
ノ
ニ
。

園
田
一
亀
『
張
作
森
』
二
二
四
頁
。

U
。
2
ヨ
。
暮
。
。
霧
じ
づ
簿
凶
魯
閃
。
冨
哩
μ
℃
○
野
愚
蒙
・
①
幾
－
象
。
。
博
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Nftc　zi’s　development　into　rural．　societies　was　possibie；　especially　in

Schleswig－ffolstein　as　a　sample　district，　where　there　already　rose　a

series　of　furious　agrarian　movements　in　thelr　nature　of　anti－republican

structure　since　the　beginning　・of　1928．　Here　1　fourtd　it　ln　both　agri－

ctiltural　policy　under　the　Weimar　Republic　and　development　of　opposi－

tion　or　combinft‘tion　of　executing　parties，　to　mal〈e　peasants　in　this

district　remove　te　the　anti－republican　structure，　through　which　1　try　to

recognize　a　part　of　process　in　Nazi’s　grasp　of　peasants，　by’ 窒?ｓｅａｒｃｈｉｎ?

the　formation　of　political　vac　cuum　which　enab！ed　Nftc　zi　penetrate　into

agrarlan　societies．

The　Sino－Japanese　Relationship　in　1919

　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　Katsumi　Usui

　　The　full　inea，　ning　of　the　Yeai一　1919　with　reference　to　tbe　Sino－

Jac　pftc　nese　relftc　tionship　could　not　be　exha．　usted　with　the　developmaent　of

the　May　Fourth　Movement，　which　had　had　some　of　its　origins　in　the

decision　of　the　Raris　Peace　Conference，　and　the　scope　and　outlook　of’

that　Movement　felt　by　the　Jac　panese　China－policy　cannot　be　over－

estimated．　We　shall　find　rather　by　investigating　the　facts　the　plftc　ns

and　intentions　of　Anglo－Saxon　countries　to　consolidate　tl｝elr　positions　in

the　interior　of　China　in　order’ @to　nullify　the　unique　power　of　Japan，

hav’奄獅〟@themselves　regained　the　chance　of　expansion　in　the　wal〈e　of

£he　World　War　1．

　　T｝ie　Japanese　resisted　and　they　were　forced　to　retreat　amid　the

atomospheric　change　of　the　post－war　world，　during　that　eventful　year

of　the　Shantung　question，　the　Banzai　Affairs．　the　May　Fourth　Move－

ment，　the　aftermath　of　the　Chinese　participation　at　the　war，　and　the

formation　of　the　Four　Power　Consortium　for　financial　a‘id　towards

Chim，．　Tke　auther　recftc　pitulated　the　ftc　bove　facts，　and　has　revealed

to　some　extent　the　possibilities　of　further　development　in　1920’s　of　the

Sino－Japanese　relationship．

（　499　）


